
2-1 

２． ビースコアを使ってみようーインストールと

かんたんな操作方法― 

ビースコアのホームページ“https://www.be-music.jp”から、ビースコアのお試し版を

ダウンロードすることができます。お試し版は利用可能な期間に制限がありますが（最初

の起動から 90 日間）、その他の機能はすべて製品版と同じです。ビースコアには製品版

のインストーラはありません。ライセンスをご購入いただき、ライセンス認証キーを登録い

ただくと、そのまま製品版に変わります。  

90 日間は無料でご利用できますので、さっそくインストールしてみましょう。  

２．１ インストール方法 

２．１．１ 動作環境 

ビースコア は次のパソコン環境で使用可能です。  

 OS： Windows 7、８．１、１０、１１（Microsoft 社） 

 Web ブラウザ（チュートリアルを見たいとき）： 

 プリンタ（画面を印刷したいとき） 通常のインクジェットなどのプリンタ 

 

以下のハードウェア／ソフトウェアはそれぞれの機能を使用する際には必要になりま

す。  

 点字プリンタ(点字印刷を行う場合。BSE ファイルに出力して他のパソコンで出力することも可

能。)：  

ESA721Ver95（ジェイ・ティー・アール） 

 音声出力ソフト(音声出力を行う場合)： 

PC-Talker(高知システム開発)、または NVDA（NV Access） 

 

注意） 

パソコンのキーボードによっては、後ほど説明する「６点キー入力」が入力しにくいもの

があります。「スタートボタン」→｢すべてのプログラム｣→「アクセサリ」→「メモ帳」を開き、

キーボードの「SDFJKL」キーを同時に押して離してみてください。すべての文字が表示

されて入力できていれば、6 点入力が普通に可能なキーボードです。すべての文字が表

示されないキーボードの場合でも、少しコツがいりますが、キーのタッチをずらすことで入

力可能です。  
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２．１．２ インストール 

それではいよいよビースコアをインストールしてみましょう。  

（１）  Web ブラウザで、” https://www.be-music.jp”にアクセスし、「ダウンロード」ページ

に進んでください。「ビースコア、BxConverter V5.□□ インストーラ」のダウンロ

ードボタンを押してください。BScoreSeriesV.□□.zip(□□はバージョン番号)とい

うファイルがダウンロードされます。 

 

① https://www.be-music.jp トップページのダウンロードボタンを押す  

 

 

② ダウンロードページの、「ビースコア、BxConverter V5.□□ インストーラ」のダウ

ンロードボタンを押す  
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（２）  ダウンロードしたファイルを開いて、解凍(展開)してください。 

 

① エクスプローラで、ダウンロードしたファイルを選んでマウスの右ボタン、またはアプリケーシ

ョンキーを押すと、表示される「コンテクストメニュー」から「すべてを展開…」を選ぶ。 

 

 

② 展開したファイルを保存するフォルダを指定する。 
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（３）  解凍すると、「ビースコア、BxConverter のインストール方法と注意事項.pdf」というフ

ァイルと、2 つのフォルダ「BScore」と「BxConverter」に展開されます。 

「ビースコア、BxConverter のインストール方法と注意事項.pdf」を開いて、指示に従っ

てインストールを進めてください。 

 

２．１．３ ビースコアの起動 

インストールが終わると、Windows のスタートボタンを押して、すべてのプログラムの中

から、「ビースコア V5.□□を選んで起動します。または、デスクトップに、ビースコアのア

イコンがありますので、それをダブルクリックして起動します。  

 

ビースコアのアイコン 

注）起動しようとすると、「MFC140.ｄｌｌがありません」というエラーメッセージが出て、起

動できないことがあります。ホームページ https://www.be-music.jp から、「質問集」のペ

ージへ進み、「起動すると ”mfc140.dll がありません ”というメッセージが出て起動しな

い。」の項目に従って、マイクロソフトのパッケージ(2025 年現在、「サポートされている最

新」を選び、アーキテクチャは「X86」を選ぶ)をインストールしてください。  

２．２ BxConverter について 

ビースコア V5 から、次の機能を持つソフト「BxConverter」を無償でご利用いただけま

す。  
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 MusicXML ファイル（現在世界的に一番普及している、楽譜を表すためのデータの形式

で、ほとんどの楽譜作成ソフトが入出力できる形式のファイル）とビースコアファイル間の

相互変換機能  

 楽譜のレベル変更機能（用語・略語など、高度な音楽記号を排除したり、一部のパ

ートのみの楽譜にしたり、点字印刷用にレイアウトを整える機能）  

BxConverter のインストーラは、ビースコアのインストール時にダウンロードしたファイル

に 含 ま れ て い ま す 。 イ ン ス ト ー ル し た い 場 合 は 、 ビ ー ス コ ア と 同 様 に 、 「 ビ ー ス コ ア 、

BxConverter のインストール方法と注意事項.pdf」を開いて、指示に従ってインストールを

進めてください。 

インストールが終わると、Windows のスタートボタンを押して、すべてのプログラムの中

か ら 、 「 BxConverter V5. □ □ を 選 ん で 起 動 し ま す 。 ま た は 、 デ ス ク ト ッ プ に 、

BxConverter のアイコンがありますので、それをダブルクリックして起動します。  

 

BxConverter のアイコン 

注）BxConverter を利用するには、Java Runtime Environment(JRE)が必要です。 

ダウンロードは、2025 年 10 月現在、  

https://www.java.com/ja/download/manual.jsp  

から可能です。  

 

BxConverter を起動すると、4 つのボタンのダイアログが現れます。  

 

BxConverter のアイコン 

（１）MusicXML ファイルをビースコアのファイルに変換したいとき  

「MusicXML からビースコアファイルへ」のボタンを押します。変換したい MusicXML
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ファイルを選ぶと、MusicXML インポート設定のダイアログが現れますので、インポートし

たい内容を選んで OK ボタンを押します。  

 

次に現れる、変換されたビースコアファイルの名前と保存する場所を指定するダイアログで、保

存する場所とファイル名を指定します。 

 

（２）ビースコアファイルを MusicXML ファイルに変換したいとき  

「ビースコアファイルから MusicXML へ」のボタンを押します。  

変換したいビースコアファイルを選んだあと、変換された MusicXMLファイルの名前と保存

する場所を指定するダイアログで、保存する場所とファイル名を指定します。 

 

（３）ビースコアファイルのレイアウトを変更したいとき  

変換したいビースコアファイルを選ぶと、変更内容を指定するダイアログが現れますの

で、変更したい内容を選んで OK ボタンを押します。  
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次に現れる、変換されたビースコアファイルの名前と保存する場所を指定するダイアログで、保

存する場所とファイル名を指定します。 

注）BxConverter は、同時に配布されるビースコアのバージョンと同じバージョンのファ

イルを入出力します。古いバージョンのファイルには対応していません。  

また、仮翻訳状態のヘッダ部や小節があるファイルは、読み込むことができません。

必ず同じバージョンのビースコアで、仮翻訳状態がなくなるまで修正してからご利用

ください。  

 

２．３ ビースコアのかんたんな操作方法 

２．３．１ ビースコアの画面 

ビースコアを起動した直後の画面は、 [楽譜の初期設定（１） ]という、ボタン３つだけの

ダイアログです。ここでは、[新規作成]ボタンを押して(Enter キーを押して)ください。  

   

楽譜の初期設定（１） 

 

次に現れるダイアログは、 [楽譜の初期設定（２） ]です。ここでは、 [OK]ボタンを押して

ください。  
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楽譜の初期設定（2） 

一段譜（１つのパート用の楽譜）が開いている状態になります。この画面が｢点字楽譜ウ

ィンドウ｣です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

点字楽譜ウィンドウ  

音符ツールバー 
標準ツールバー 表示ツールバー 演奏ツールバー 前置記号ツールバ

休符ツールバー 

後置記号ツールバ

楽譜記号ツールバー ステイタスバー 

一般記号ツールバー 
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２．３．２ 楽譜記号を入力する 

 

ビースコアでは、楽譜記号の「点字」を入力して楽譜を作っていきます。  

点字を入力する方法は 3 種類あります。  

 直接点字を 1 マスずつ入力する｢6 点入力｣ 

 楽譜記号の意味に近い文字を、フルキーボードを使って入力する「F5 キー入力」  

 メニューまたはツールバーで入力する方法  

 

ここでは、メニューまたはツールバーで入力する方法を説明します。  

ビースコアの点字楽譜ウィンドウのメニューのうち、 [前置記号 ]、 [音符 ]、 [休符 ]、 [後置

記号]、[楽譜記号]、[一般記号]が入力用のメニューです。画面の右に、縦に並んだ 6 本

のツールバーは、この 6 つのメニューの中のコマンドと全く同じです。キーボードで入力す

るときは、Alt キーを押してから左右矢印キーでメニューを選び、さらにメニューの中のコ

マンドを上下矢印キーで選び、Enter キーを押してください。  

 

 

入力用メニューの中のコマンドは、ツールバーと同じ  
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点字楽譜ウィンドウでチカチカ点滅している黒い縦棒を「カーソル」といいます。メニュ

ーやツールバーから入力した点字はカーソルの位置に挿入されます。上下左右の矢印キ

ーを押す、またはマウスで近くを押すとカーソルは移動します。  

 

図  ２．３ .1  カーソル  

基本的には、五線譜にある記号のコマンドを五線譜と同じ順番に選んで（Enter キー

を）押していきます。押した順にその点字が画面のカーソル位置に入力されていきます。  

音符の上下についている、順番を迷うような記号は［前置記号］メニュー(ツールバー)、

または［後置記号］メニューにあるはずです。［前置記号］メニューにあるときは、「音符を

入力する前」に入力してください。［後置記号］メニューにあるときは、「音符を入力した

後」に入力してください。  

1 つの音符に 2 つ以上「前置記号」があるときは、［前置記号］メニューに並んでいるコ

マンドの順番に注目してください。上にあるコマンドから先に入力します。「後置記号」の

ときも同様です。  

例えば音符にトリルとシャープと付点がついていたら、コマンドの順番に従って  

１．  トリル  

２．  シャープ  

３．  音符  

４．  付点  

の順に入力すればいいことになります。  

カーソル 
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       メニュー中のコマンド     ツールバー  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前・後置記号を書く順序はメニュー中のコマンドの並びと同じ！  

 

音符・休符 

①トリル 

②シャープ 

③音符 

④付点 

記
号
を
書
く
順
序 
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音符を入力するには [音符 ]メニュー（ツールバー）を利用します。まず［音符の長さ］を

選び、次に［音名］を押します。［音名］を押したところで、音符の点字が入力されます。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音符の入力  

音符の長さが、前の音符と変わらない場合は、音名だけを選んで入力できます。  

２．３．３ トップ部・ヘッダ部・五線部 

ビースコアの点字楽譜ウィンドウでは点字の入力域が３つに分かれています。  上から

順にトップ部、ヘッダ部、五線部と呼びます。  初期設定では点字の罫線の色が、トップ部

は赤、ヘッダ部は青、五線部は緑です。  

点字を紙に打ち出したときの第 1 行目にあたるのが「トップ部」です。ここはページ番号

などを記入する場所です。  ビースコアでは自動でページ番号を示す点字が 28 マス目か

ら書かれます。  ここに音符を入力することはありません。   

①音符の長さ 

②音名 
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「ヘッダ部」はタイトルや作曲者名、曲の最初の曲想用語、速度記号、調号や拍子など

を書く場所です。ここにも演奏する音符などの記号は書きません。  

「五線部」が音符や休符など演奏する楽譜記号を書く場所です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップ部、ヘッダ部、五線部  

※  「トップ部」、「ヘッダ部」、「五線部」はビースコア独自の用語で点字楽譜の一般的

な用語ではありません。  

 

２．４ 点字楽譜ウィンドウでの操作方法 

点字楽譜ウィンドウでの主要な操作方法を説明します。  

なお、キー操作全般については、[入力]メニューの[6 点入力方法]コマンド、およ

び[ヘルプ ]メニューの [キーの割り付け ]コマンドで表示されるダイアログを参照し

てください。  

 

矢印キー 

・矢印キーのみ・・・・・・・カーソルを矢印の方向に移動します。  

・Shift キー＋左右矢印キー・・・・・・・カーソルから左右の点字を選択状態にしま

す。選択した点字をコピーしたり、まとめて削除・移動したりすることができます。  

自動で点字ページ

番号を入力済み 

トップ部 

ヘッダ部 

五線部 



2-14 

※「Shift キー＋左右矢印キー」の「＋」は「Shift キーを押しながら左右矢印キー

を押す」という意味です。 

Enter キー 

・Enter キーのみ・・・・・・ヘッダ部、五線部で「改行」を挿入します。カーソルは次

の行の先頭に移動します。ヘッダ部ではヘッダ部の行が増え、五線部ではパー

ト内の改行になります。 

・Shift+Enter キー・・・・・・・五線部で「段がえ」を挿入し、カーソルは次の段の

同じパートの先頭に移動します。「段がえ」は、すべてのパートを同じ小節の同じ

拍で区切って新しい段に移す機能です。したがって段がえを入力する小節が、

すべてのパートで翻訳済みである必要があります。  

・Ctrl+Enter キー・・・・・・ヘッダ部、五線部で改ページを挿入します。カーソル

を改行・段がえの左に置いた状態で、Ctrl+Enter キーを押します。すでに挿入

した改ページ指定を解除したいときは、カーソルを改行・段がえの左に置いた状

態で、Ctrl+Enter キーを押します。  

※翻訳、パート内の改行、段がえについては、３章以降で説明しています。 

 

その他の重要なキー 

・Delete キー・・・・・・カーソルの右側の記号を削除します。  

・Back space キー・・・・・・カーソルの左側の記号を削除します。  

・Ctrl+Z キー・・・・・・Undo。直前に行った操作 (記号の入力、削除など )を元に

戻します。何回も元に戻すことができます。  

・Ctrl+Y キー・・・・・・Redo。Undo を取り消して Undo する前の状態に戻します。

これも Undo した回数分取り消すことができます。  


